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【研究の背景】X 線を利用したイメージング技術は、非破壊検査、医療画像装置、ホームランドセキ
ュリティ、宇宙分野、等幅広い分野で使用されている。X 線イメージングに用いられているフラッ
トパネルディテクターは、柱状 CsI:Tl と光センサーによって構成されるものが主流であるが柱状
CsI:Tl の透過率、光クロストークの制約から、空間分解能は数十～百 µm 程度が限界であり、さら
なる高分解能検出器が求められている。我々のグループでは、共晶体構造を利用した光導波型シ
ンチレータを提案し、これまでに GdAlO3/-Al2O3共晶体において、1.2ｍｍを超えるシンチレータ
厚においても、柱状 CsI:Tl の 2.5 倍の 50%CTF@10lp/mm を達成できることを報告している[1]。さ
らに、マイクロ引き下げ（m-PD）法による 20 ㎜φ面積の GdAlO3/-Al2O3共晶体行い[2]、X 線位
相イメージングの実証試験についても報告してきた[3]。本研究では、イメージングプレート用途
への応用を目指し、GdAlO3/Al2O3 共晶体の 1 インチ角までの大面積化と規則領域拡大の検討を行
ったので報告する。 
【実験方法】GdAlO3/-Al2O3 共晶体の作製は、μ-PD 法を用いた。GdAlO3/-Al2O3 共晶体におい
て各種粉末原料を調合し、アルゴン雰囲気化での作製を行った。25mm 角のダイを有する Ir 製ルツボ
を用い、種結晶には c 軸サファイア単結晶を用いた。各作製条件において、原料を溶融させた後、
0.2-0.9mm/min の速度で結晶を育成した。 
【結果と考察】上記Irルツボを用いてμ-PD法を用いた共晶体の作製の検討を行った。固液界面の
平坦性および温度勾配条件を最適化し、共晶体作製を進めたところ、ダイのメルト供給孔付近での
不規則構造の形成を確認したものの、図1に示す通り、25㎜角の面積を確保するともにダイ平坦部
で規則領域を確保することができた。大面積化ついての詳細は当日報告する。 
 

    

図１．右）as grown Tb:GdAlO3/-Al2O3共晶体および、左）切断、研磨した共晶体。 
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